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‐1992年 “Agenda 21” - 国連環境開発会議(リオサミット)

持続可能な未来＝Sustainable Future

・ 人類の持続可能な未来のための行動計画であり、
全ての人々にとって世界がより公正で安全で豊かな
居住空間になるための最初のステップ

・ 途上国の持続可能な発展の促進

・ 貧困層の持続可能な生計の実現

・ 先進国における持続可能な消費行動の促進

‐ 2002年 持続可能な発展に関する世界首脳会議
（ヨハネスブルグサミット）

サステナビリティ
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私たちと私たちの将来世代のクオリティ・オブ・ライフ
（QOL：生活の質）の向上につながるように、経済成長、
環境保全、社会的責任のバランスをとること。

サステナビリティ

環境保全 社会的責任

経済成長

QOL
現在 将来
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異常気象があらゆる国、地域に影響
暖冬、猛暑、ゲリラ豪雨

「温暖化」を実感

環境問題が「他人の庭の出来事」でなくなった

サステナビリティ

サステナビリティは、温室効果ガス削減（低炭素化）
の取り組みだけでは不充分
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コンプライアンス

法律, 経営に関する諸原則,考働規範

サステナビリティ（持続可能性）

将来への護り

栄養

水資源

共通価値

の創造

農業・地域支援

ネスレのＣＳＲ「共通価値の創造」 CSV

持続可能性を超えて、株主と、ネス
レの中核事業戦略や事業活動と事
業活動と深く結びついている社会の
両方に価値を創造すること

将来の世代のニーズを満たし
つつ、現在の世代のニーズも
満足させるような開発

基本はすべての関連法規
を遵守することであり、多く
の場合、法律より厳しい社
内規則を遵守すること
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ネスレグループ環境方針

ネスレグループの持続可能な環境方針

基本理念

世界をリードする栄養・健康・ウエルネス企業として、おいしくて栄養のある、健康的な食

品・飲料をお届けすることで、すべての消費者のクオリティ・オブ・ライフ向上のために努

力します。このウエルビーイングの考え方はまた、将来の世代のために環境を守るという

思いやりと責任感のもとに私たちの製品がつくられることを求めていると、私たちは理解

しています。

より高品質の食品・飲料をどこででも手に入れることができるようにし、長期にわたる共

通価値を創造することを私たちの責務としています。そして同時に、環境的に持続可能

な社会の構築と経済的な発展の両立に貢献します。

ネスレの環境への責務は次の3つの原則によるものです。

１） 現在と未来の社会に向けての私たちの責任

２） 消費者に喜びを届けたいという私たちの願い

３） 良質な食品・飲料をつくるための高品質な原材料が持続可能な環境に依存している

という私たちの認識



MT/CA/09.02.107

ネスレグループ環境方針

基本方針

環境に関する国連グローバル・コンパクトを盛り込んだ「ネスレの経営に関する諸原則」に従い、私

たちは次のことを責務とします。

１） 環境に関する法規と、場合によってはより厳しい基準の私たちの社内要求事項を完全に順守

します。

２） 環境方針、実施計画、実行内容をISO14001国際規格に準拠するNEMS（ネムズ）を通して

各事業活動に落とし込み、環境パフォーマンスを継続的に改善し、環境汚染を予防します。

３） 私たちの製品および事業活動において、創造的な環境配慮を考慮します。

４） 業務の運営および資源の使用において効率と持続可能性を継続して改善するサプライヤーを

優先的に選択します。

５） 第三者による環境監査、検証および認証を実践します。

６） 科学的根拠に基づく私たちの製品と事業活動の有意義で正確な環境情報を提供します。

７） 社員、ビジネスパートナーおよび社会に対して、環境意識向上の教育訓練に取り組みます。

８） 環境に優しい労働慣行を推進し、環境改善のための社員の努力を評価します。

９） 環境面にかかわる製品および事業活動について、サプライヤー、社員、顧客、消費者および

地域社会との開かれた対話を推進します。
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ネスレグループ環境方針

行動指針

私たちの製品と事業活動の環境への影響を最小限にするために、農場から消費者の手に至るまで
、私たちのパートナーを巻き込んだプロダクト・ライフサイクル・アプローチを採用します。このライフ
サイクルのすべての段階における私たちの目的は、天然資源を効率的に使うこと、持続的に管理さ
れた再生可能な資源を使うこと、廃棄物ゼロを目指すことです。この方法により、私たちのブランドの
ための持続可能な環境への取り組みを推進します。
そして私たちの事業分野である食品・飲料特有のものとして、次の４つの優先分野を定めました。
１） 水

・ 製品１キログラム当たりに使う水の量を減らす取り組みをします。
・ 私たちが環境へ還元する水がきれいなものであるよう配慮します。

２） 農作物
・ 持続可能な農法の実践に基づき、地元でできる農産物を積極的に使います。

３） 製造と輸送
・ 製品1キログラム当たりの消費エネルギー量を削減します。
・ 経済的に可能なところでは、持続的に管理された再生可能なエネルギー資源を活用します。
・ 温室効果ガスをはじめとする排出を管理するとともに削減を目指します。
・ 副産物からのエネルギーをリサイクルまたは再活用します。

４） 包装
・ 包装資材の軽量化を進めます。
・ 持続的に管理された再生可能な資源を素材とした包装資材を開発し、率先して使います。
・ 使用済みパッケージからエネルギーをリサイクルまたは再活用する取り組みを支援します。
・ リサイクル資材を使います。
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水資源

企業としてのネスレの長期にわたる成功は、私たちの日々の事業活動に必要な、そして生

産者や消費者、その他の主要ステークホルダーの生活や仕事に不可欠な水資源が持続

的に確保できるかどうかにかかっています。私たちも世界の水の将来について懸念してお

り、効率的な水資源のマネジメントが、２１世紀において私たちの会社と社会に共通の価値

を創造するためには不可欠であると認識しています。

世界最大の食品飲料企業として高品質の製品を作るため、ネスレは清浄な水へのアクセ

スに頼っており、私たちの工場と施設において水使用の削減のための厳格な基準を設けて

います。

私たちはまた農家の方々がより優れた水の管理人となるよう支援しています。世界の総淡

水量の３分の２が農業で使われており、ネスレは、製品の原材料の供給者である農家に望

ましい水のマネジメントを教えるプログラムをサポートし、農業廃水の削減を支援していま

す。

私たちは水の保全の大切さについて消費者、特に子どもたちに向けたプログラムを後援す

ることにより、水資源への啓蒙と教育を支援しています。ネスレはまた水資源のガバナンス

や管理に関する世界的な対話に著名な専門家や政策立案者とともに参画しています。
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家庭 10 %

工業/サービス 20 %

農業 70 %

・バイオエタノール1Lの生産に必要な

トウモロコシ栽培 ：4,000 L

・小麦1キロ栽培 ：4,000 L

・綿のTシャツ1枚 ：2,700 L

・1ドル以下のハンバーガー１個 ：2,400 L

の水が必要とされている

水の必要量の一例

水(淡水）資源の重要性

全淡水

水の使用量

地球上の利用可能な淡水は？

地球上のすべての水の

ほんの0.0075％
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製造における環境パフォーマンスの改善

ネスレの環境パフォーマンス指標は私たちの継続的な取り組みの成果を裏づ

けしています。生産量の伸びと、資源の消費と環境への影響が相関関係には

ないことがこのグラフでわかります。過去１０年間で生産量が約６８％増えてい

るのに対して、製造加工に必要とする水を３０％、エネルギーを３％減らしてい

ます。

水とエネルギーの消費量および温室効果ガスの排出量
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環境負荷低減への取り組み

・ボトル入りウォーターの包装資材の削減

2004年ｖｓ2008年（過去5年間）で20％削減

・製品1トン当たりの温室効果ガスの削減

1999年ｖｓ2008年（過去5年間）で４８％削減

・パッケージ使用量削減

1991年以降の取り組みで392,000トンの削減

日本でもインスタントコーヒーのパッケージの軽量化で

パッケージ重量を16％削減（直前の変更前後）
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日本での環境への取り組み

Reduce: （省資源化）

外包装、箱を省いて１枚でも販売

Reduce: （省資源化）

外包装、箱を省いて１枚でも販売

Reduce: （省資源化）

外包装、箱を省いて１枚でも販売
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日本での環境設備例
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二酸化炭素（CO2）排出量の現実と課題

京都議定書の削減義務（対１９９０年度） - 6%

１９９０年度比 総排出量の増大（対２００７年度） + 9%

１９９０年度比 産業からの排出量（対２００７年度） - 2.3%

１９９０年度比 家庭からの排出量（対２００７年度） + 41.2%

２００８年度 総排出量 12億1,600万トン

- 家庭からは 14.1%

＋

- 生産・商業・サービス業・買い物の移動

↓

個人の生活 約60%

低炭素社会の実現には、生活のあり方の変化が必須

・

・
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ｶｰﾎﾞﾝﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ制度の意義＝持続可能な消費と生産

事業者にとっての価値

Ecology（環境負荷低減）とEconomy（ｴﾈﾙｷﾞｰ消費

とｺｽﾄの削減）とトレーサビリティ
・ LCAによる川下から川上までの把握
・ CFP商品の開発
・ ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝのﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰとの協働
・ ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ（顧客や消費者へのｱﾋﾟｰﾙ）
・ 近い将来CFPと合わせて他の環境負荷情報（WFP等）の

表示ができる

消費者にとっての価値

EcolifeとEcoひいき
・ 選択/使用/ﾘｻｲｸﾙ等による消費行動の変化

日本にとっての価値

・ 低炭素社会の実現
・ 有利な国際標準規格化の達成

持続可能な
生産・ｻｰﾋﾞｽ

持続可能な消費

国際貢献と
国際展開の基盤
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チョコレート（ウェハース入りチョコレート）

インスタントコーヒー

PCR（商品種別算定基準）認定までの道のり

２００９年４月： カルビー、亀田製菓、カンロ、国分、イオン、ネスレの６社で菓子自主
PCRワーキンググループ(WG)結成

４月－９月： 自主PCR-WGを７回会合開催 PCR素案の骨格作成

９月－１１月： PCR原案策定計画を正式申請し、産業環境管理協会の支援要請。
会合４回でPCR原案策定。
その過程で、メーカー４社が別々のPCR策定となる。

１２月： 各４社のPCRが認定される。

２００９年８月： インスタントコーヒー協会３社（ネスレ、AGF、キーコーヒー）で
PCR-WG結成

８月－１０月： PCR-WGを４回会合開催。
９月より原案策定計画の正式申請、産業環境管理協会の支援を受ける。
PCR素案の骨格作成

１０月－１１月： PCR細部の検討・調整を行い、PCR原案として承認申請。

１２月： PCRが認定される。
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① 製品定義

② ライフサイクルフロー図の決定・作成

・単位プロセスの定義、用語

・システム境界の設定

③ PCR策定上の各種ルール決定

・カットオフルール

・シナリオ設定（流通・販売シナリオ、使用シナリオ、
廃棄・リサイクルシナリオ）

・二次データの許容範囲の策定

Instant CoffeeChocolate

PCR策定の手順

//Jpkob-dfs00.jp.nestle.com/shares/CA/CA/MT/Presentation_Material/インスタントコーヒーライフサイクルフロー図_0911v2.ppt
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CFP数値の信頼性

①一次データの信頼性確保
②二次データの適切な選択
③計算そのものの正確性

信頼性担保の方法

WHEN WHAT WHO HOW

現在 数値 検証人・認証機関 個品別検証方式
（第三者）

近い将来 LCA体制 検証人・認証機関
（第三者）

数値 内部検証人（社内要員）

将来 数値 内部検証人（社内要員） 要員認証方式（自己適合）

CFP算定を通じての所見

システム認証方式

社内検証人の育成 PCRの認知/透明性

資格要件の整備 モニタリング
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算定結果と考察

低炭素型
サプライチェーンの構築

エコライフ
を促す

エコライフ
を促す

商品：ウェハース入りチョコレート

製品： キットカットミニ１５枚入り（袋）

CO2e排出量： １０１５ｇ/商品（袋）

40%

15%

16%

27%

2%
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商品：ｲﾝｽﾀﾝﾄｺｰﾋｰ（砂糖・ｸﾘｰﾏｰ入り）

製品：ネスカフェエクセラ５カップ

CO2e排出量：１０６ｇ/cup

算定結果と考察

低炭素型
サプライチェーンの構築

エコライフ
を促す

低炭素な

消費行動への変革

エコライフ
を促す

10% 9%

31%
36%

8%
6%
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どのような内容か
知っている

聞いたことが
ある程度

知らない

資料：当社調べ
対象者：ネスレブース来場者 (N=451）

CFP表示のあるべき姿

◆ CFP制度の目的
事業者にとっての意義と消費者にとっての意義
⇒ 政策上の意義

◆消費者アンケートによるCFPの認知と分かりやすさについて

CO2排出量を考える際に
必要な情報は？（％）

CO2排出量を考える際に
分りやすい情報は？（％）

・ｲﾝｽﾀﾝﾄｺｰﾋｰ（ｶｯﾌﾟｺｰﾋｰ）

・ｳｪﾊｰｽ入りﾁｮｺﾚｰﾄ

70 30

1消費単位あたり（1杯あたり）
1販売単位あたり
（5個分全体あたり）

3367

1消費単位あたり（1杯あたり）
1販売単位あたり
（5個分全体あたり）

43 57

1消費単位あたり
（1枚あたり）

1販売単位あたり
（15枚分全体あたり）

5545

1消費単位あたり
（1枚あたり）

1販売単位あたり
（15枚分全体あたり）

CFPを知っていますか？（％）

・ｲﾝｽﾀﾝﾄｺｰﾋｰ（ｶｯﾌﾟｺｰﾋｰ）

・ｳｪﾊｰｽ入りﾁｮｺﾚｰﾄ
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◆ CFP制度の産業界と国民への浸透強化

◆ サプライチェーンを構成する企業間で協力して更なる
CO２排出量削減努力

◆ 商品特性による柔軟な表示ルール化

例：“販売単位（１袋、１箱あたり）、使用単位（1杯あたり）...”

◆ 消費者は提供された情報を有効に活用して自らの消
費行動を低炭素なものに変化：エコライフスタイルへの
変革

◆ ラベル表示に加えてWeb等の媒体を使った環境情報
解説の提供

今後の課題
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Thank you for your attention

この地球は、私たちの祖先から引き継いだものではありません。

私たちの子供たちから預かっているものです。


